條 | 
HH 
中 


本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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特定 小 電 力 ハ ン デ ィ ト ラン シー バー 
(総務 首 技術 大 準 適合 品 ) 


DJ-R100D 


アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ きま し て あり が と う 
ご ざい ます 。 本 製品 の 機能 を 充分 に 発揮 させ 、 効 果 的 に ご 使用 いた だ 
く た め 、 こ の 取扱 説明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで お 読み くだ さい 。 ま た 、 
この 取扱 説明 書 は 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不 
具合 が 生じ た と き 、 お 役に立ち ます 。 


還 是 し イイ つつ 株 式 会 社 画題 還 還 題 7777// 


お 使い に な る 前 に 


の の の いい ・ 半 と 電池 の 入れ 方 ・… ド バー 
乾電池 を 次 の よう に 装 韻 し ます 。 乾電池 の 代わ り に 、 オ プシ ョ ン の 
充電 池 、 ま た は バッ テリ ー パ ッ ク を 装着 する こと も で きま す 。 


0 カ バー を 開け る 


① ロ ッ ク を 外し ます 。 
②⑥ カ バー を 開け ます 。 


の 電池 を 入れ る 


市 販 の 単 三 乾 電池 どら 本 を 、 ケ ー ス 内 側 
の 「 十 」、「 一 」 の 表示 に し た が っ て ] 
ッ ト し ます 。 


RI 


・ 填 / 一 の 向き が 違わ な いよ うに 注意 


し て くだ さい 。 
・ 電 池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使 
し て くだ さい 。 (大 容量 の アル カ 
電池 の 使用 を お すす めし ます 。) 
三 型 充 電池 は 使用 し な い 


し な い 場 合 は 電池 を 取 
SG の 5 

電 よ 、 外 部 電源 を 外し 、 
本 機 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ 
て くだ さい 。 


@⑥) カバ ー を 閉め る 


① カ バー を 閉め ます 。 

②⑥ カ バー を 押さ えな が ら 、 ロ ッ ク を か 
け ま す 。 き ちん と 閉まっ て いる こと 
を 確認 し て くだ さい 。 


お 使い に な る 前 に 
オプ ショ ン 
オプ ショ ン の 充電 池 、 バ ッ テ リ ー パ ッ ク 、 お よび 関連 する アク セ サ リ ー は 次 の と 
お り で す 。P.81 の 「 オ プシ ョ ン 一 覧 」 も 参照 し こく だ さい 


ニッ ケル 水素 充電 : EBP-57N (1.2V-1800mAh) 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク : EBP-60 (3.7V-1200mAh) 
AC ア ダ プ ター : EDC- 1 らら 

充電 スタ ンド : EDC-131 


充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト  : EDC-131A 


生 意 オプ ショ ン の 充電 池 バッ テリ ー バ パッ ク 使 用 上 の 注意 
グ 。 ・ オ プシ ョ ン の 充電 池 、 バ パ バッテリー パッ ク は 出荷 時 に は 充電 され て お り ま せん 。 お 
買い 上 げ 後 に 充電 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 
・ 充電 は 0Cー40C の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 や 火 中 、 水 中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで く 
だ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで くだ さい 、。 機 器 が 損傷 し た 
り 、 バ ッ テ リ ー の 発熱 に よる 火傷 の 恐れ が あり ます 。 
・ 必要 以上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 器 ) は 避け て くだ さい 。 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 性 能 
を 低下 させ る 恐れ が あり ます 。 
- バッ テリ ー パ ッ ク の 保存 は 、-50C 一 +45C の 範囲 で 湿度 が 低く 乾燥 し た 場所 
を 選ん で くだ さい 。 そ れ 以 外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー の 漏 
液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 原因 に な り ま す の で 避け て くだ さい 。 
・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク は 、 通 常 の 使用 で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 
電 し て も 使 SN SM 昌 馬 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも 
の に お 取替え くだ さ 
引合 OB ニン 環境 保護 の た め 、 燃 えな い ゴ ミ と いっ し ょ に 
捨て ず に 、 当 社 サ ービス 窓口 に 相談 する か 、 ま た は 電池 回 収 協力 店 へ ご 持参 くだ 
さい 。 


田 パ バッ テリ ー バ パッ ク の ショ ー ト 上 
防止 の ご 注意 br 


バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運ぶ と き に は 、 端 
子 を ショ ー ト させ な いよ うに 注意 し て くだ 
さい 。 

大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起こ す 危 険 が 
あり ます 。 


お 使い に な る 前 に 


圏 バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保管 に つい て 


バッ テリ ー パ ッ ク を 保管 する と き は 、 以 下 の こ と に 注意 し て くだ さい 。 


金属 物 を 一 緒 に し て 力 。| 金属 メッ キ し て いる 布 に 人 負 や 画 狂 な どの 金属 類 
バン な ご ど に 入れ な いで | 包ん だ り 、 内 側が 金属 加 | に 端子 を 触れ べ せ た り 、 
くだ さい 。 工 の カ / 人 NN 電気 を 通す ず 物 が ある 場 
れ た り し な いで くだ さ 所 に 置か か いで くだ さい 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 | 電 通さ な い 物 な ど 
で 包ん で くだ さい 。 を 敷い て か ら 、 置 いて く 
だ さい 


田 オ プシ ョ ン の 充電 池 、 お よび バッ テリ ー パ ッ ク の 充電 方 法 


本 機 に は 、 ニ ッ ケ ル 水 素 充電 池 用 と リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク 用 の ら 2 つの 
充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


ニッ ケル 水素 充電 池 (EBP-57N) : 
本 機 に は ニッ ケル 水素 充電 池 用 トリ クル 充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す が 、 微 
小 電流 に よる 充電 回 路 で ある た め 満 充電 に は 長 時 間 を 要 し ます 。 あ くま で も 
補充 電 程 度 と お 考え くだ さい 。 充電 時 間 は 約 15 時 間 で す 。 
リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ ク (EBP-60) 
本 機 に は 、 リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー 用 の 切 速 充電 回 路 が 内 蔵 さ れ て いま す 。 
本 機電 源 の ON/OFF に 関係 な く 充 電 が 開始 され 、 満 充電 に な る と 停止 し ます 。 
充電 時 間 は 約 3 時 間 で す 。 


お 使い に な る 前 に 
本 機 に ニッ ケル 水素 充電 : 


また は 、 リ チ ウ ムイ オン バ 
ッ テ リ ー パ ッ ク を 装 す る 


装着 方 法 は P.13 を 参照 し こく だ さい 。 
バッ テリ ー パ ッ ク は 、 つ め の 位 置 を 確 
認 し て 、 端 子 が 奥 に な る よう に 挿入 し 


て くだ さい 。 


@ AC ア ダ プ ター を 家庭 用 電源 
引 00V コ ン セ ント へ 接続 
る 


⑥ AC ア ダ プ ター の プラ グ を 本 
機 の 外部 電源 端子 また は 、 
充電 スタ ンド に 接続 する 


人 @ 外 部 電源 端子 を 使う 


① 本 機 の 外部 電源 端子 に AC ア ダ プ タ 
ー の プラ グ を 接続 し ます 。 

ー リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク 装 着 

時 は 、 自 動 的 に 充電 が 開始 され ます 。 


人 充電 スタ ンド を 使う 


① 充 電 ス タン ド に AC ア ダ プ ター の プ 
ラグ を 接続 し ます 。 

@ 本 機 を 充電 スタ ンド に 装着 し ます 。 

ー リ チ ウ ムイ オン バッ テリ ー パ ッ ク 装 着 

時 は 、 自 動 的 に 充電 が 開始 され ます 。 


の ニッ ケル 水素 充電 池 を 充電 する 場合 の み 、Ni-MH 電 池 充 
電機 能 (P. フ 7) の 設定 に 従い 、 充 電機 能 を ON に する 


必 モ 電源 OFF の 状態 で 充電 する と 「CHArGE」 と 表示 され 、( ビ が 点 減 し ます 。 
プア 


トク 
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お 使い に な る 前 に 


………・ 宮部 の 名 前 と は た らき 


本 機 の 各部 の 名 前 と その は た らき を 説明 し ます 。 
田 前 面部 


スピ ー カ ー 
薄型 スピ ビー カー が 内 蔵 さ れ て いま す 。 


ディ スプ レイ 
チャ ン ネ ル や 音量 、 各 種 設定 内 容 
を 表示 し ます 。 (P.20) 


キー パッ ド 
電源 の ON/0FF や モー ド の 切り 替 
えな ど 、 各 種 設定 に 使用 し ます 。 


回 ズン クシ ョ ン グル ー プ モニ テ ここ ブフ 


マイ ク スク ラン ブル モーF 
マイ ク と 口元 は 約 5 セ ンチ 離し て く 
だ さい 。 


DJ-R1OOD 
FULL DUPLEX UHF FM TRANSCEIVER 


田上 面部 


は 外れ な 
アン テ ナ を 回 し た り 、 引 き 抜 


5 いよ うに な っ て い 
り し な いで くだ さい 


デジ 
ます 。 
いた 


イヤ ホン 端子 
イヤ ホン や 外部 スピ ー カ ー を 接続 
する 端子 で す 。 


ダイ ヤル 、 


了 守 必 トド ) 」 一 
マイ ク 端 子 開 ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 
外部 マイ ク を 接続 する 端子 で す 。 ダイ ヤル を 押す と 音 グル ー プ 番号 の 設 
定 、 回 点 入 [状態 で は セッ トモ ー ド の 項 


『 


[チャ ン ネ ル (ボリ ュー ム 、 グ ルー プ 、 


o 


選 


択 が で きま す 。 
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お 使い に な る 前 に 


一 側面 部 
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IPTT] キー 


す と 送信 


ます 。 離す と 受信 待ち 受け 状 


前 に 戻 
種 設定 ニー! 


所 
ッ ク (サー チ 、A/B) ] キー 


ド ら 、4) で 応答 する 際 に 


し ます 。 
いて いる ヲ 
ー ド 1) 


[ 
B 同 寺 通 話 (モー 


・ 還 点灯 状態 で は 
Boas。 10 


替わり ます 。 


DC-IN 
外部 電源 接続 端子 で す 。 

オプ ショ ン の AC ア ダブ プター (EDC-12 ら ) 
や シガー ライ ター ケー ブル (EDH-18) を 接 
続 し ます 。 


た ヤ 


ン ネ ル を 探し ます 。 ( モ 
周波 数 帯 (A/B) が 切り 


オプ ショ ン の リチウム イオ ン バ ッ テリ ー パ ッ 


ク や ニッ ケル 水素 充 哉 池 を 装着 し 充 吊 で きま す 。 


だ さい 。 


: 王 意 外部 電源 の プラ グ の 抜き 差し は 、 本 


機 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て く 


お 使い に な る 前 に 


一 キー 配 赴 
① 
⑧ 
FULL DUPLEX UHFM SR 
キー 名 称 機 能 
① | [パワ ー] キ ー 約 ら 秒間 押し て 電源 を ON/OFF し ます 。 


ニッ クミ 6 _ | 間 種 設定 の 開始 に 使用 し ます 。 
⑨ | ワ ァ ンク ショ ン (0m)] キ ー | 3 っ 秒 間 押 し 続け る キー ロ ッ ク が で きま す 。 


グル ー プ トー ク 機 能 P.56) こ 使用 し ます 。 
[グル ー プ (スク ラン ブル )] 回 点灯 状態 (*1) で は 、 秘 話 ( ス クラ ン ブ ル ト 


③ 2 ー ク ) 機能 (P'57) に 使用 し ます 。 
キー、[ メ モリ ー] キ メモ リー モー ド の 呼び 出し 、 書 き 込み に も 使 
し 8 9 。 


相手 の 音声 が 途切れ る と き に 使用 し ます 。 
④ [モニ ター (モー ド ) ] キー、| 国 点灯 状態 で は モー ド の 切り 替え に 使用 し 
[スキ ャ ン ] キー ます 。 
約 2 秒 間 押 す と スキ ャ ン を 開始 し ます 。 


\*] : 国 点灯 状態 と は 、[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キー を 押し て ディ スプ レイ に 回 
を 点灯 させ た 状態 で す 。 
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お 使い に な る 前 に 


田 ディス プレ イ 


1 


メモ リー モー ド 時 に 点灯 し ます 。 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押す と 点灯 し ます 。 


電話 感覚 で 使用 で きる 同時 通話 モー ド 時 に 点灯 し ます 。 


同時 通話 モー ド 時 に 点灯 し ます 。 


秘話 機能 設定 時 に 点灯 し ます 


チャ ン ネ ル 番 号 を 表示 し ます 。 (| チャンネル 表記 に つい て 」 P.21 参照 ) 


ベル 機能 設定 時 に 点灯 し ます 


バイ ブレ ー タ ー 機 能 設 定時 に 点灯 し ます 。 


消耗 する と 点灯 し ます 。 


グル ー プ 番号 を 表示 し ます 。 
ケア モニ ター モー ド ( モ ー ド 8) 設定 時 に 点灯 し ます 。 


キー ロッ ク 中 に 点灯 し ます 。 


子 機 と し て 使用 する 各 モ ー ド 時 に 点灯 し ます 。 


中 継 器 また は 中 継 器 対応 子 機 の 各 モ ー ド 時 に 点灯 し ます 。 
受信 中 に 点灯 し ます 。 


送信 中 に 点灯 し ます 。 


| 思 | 信 選 氏 人 | 思 @|@@@g@|9 
村 
ラ 


モー ド 番 号 、 周 波数 帯 、 メ モリ ー 番 号 を 表示 し ます 。 
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お 使い に な る 前 に 


田 チ ャ ン ネ ル 表 示 に つい て 


人 @ 単 信 時 (モー ド 1) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 20 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


ーLO1 ーbO0 1 
L 表 示 は ー ( b 表 示 は ー ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 

ーLO09g ーb1 1 


L 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の レジ ャ ー | b 表 示 の チャ ン ネ ル で は 、 従 来 の ビジ ネス 
タイ プ (9 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 タイ プ (1 1 チャ ン ネ ル 機 ) と 通信 で きま す 。 


人 @ 複 信 時 (モー ド 1 以 外 ) 
レジ ャ ー、 ビ ジネス 両方 の 27 チ ャ ン ネ ル を 搭載 し て いま す 。 


ーL10 ーDb1 ら 
L 表 示 は 記 | ( b 表 示 は ー | ( 
レジ ャ ー タ イプ ビジ ネス タイ プ 
ーL18 ーDb ら 9 
9 チャ ン ネ ル 18 チ ャ ン ネ ル 


で 本 操 作 ・ ド バト ドド … 


本 機 を 使用 する 上 で 大 本 と な る 操作 を 説明 し ます 。 


画 電源 を 入れ る 


[パパ ワー] キー を 約 2 秒間 押し ます 。 
電源 を 切る と きも 同じ 操作 を し ます 。 


約 ら 秒間 押し 続け ます 


と 5 


ショッ グル ー プ モニ ラテ 


CT に エル フイ 
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お 使い に な る 前 に 
田 チ ャ ン ネ ル を 設定 する 


ダイ ヤル を 回 し て 相手 機 と 同じ チャ ン ネ ル 
に 合わ せま す 。L (レジ ャ ー)、Db (ビジ ネ 
ス ) の 表示 に 注意 し て 合わ せ て くだ さい 。 


音量 を 調整 する 
《 ダイ ヤル を 押す 
ーー ディスプレイ に 音量 レベ ル 「VvoL- 


15] が 表示 され ます 。 初 期 状 態 で 
は 「15」 に 設定 され て いま す 。 


の ダイ ヤル を 回 し て 音量 レベ 
ル を 調整 する 


音量 本 
す と 増減 で きま す 。 量 調整 
3 お 0 


ロ 


ルス ん 千 モー ド 2、 ある い は モー ド 4 の 同時 通 
C ア 話 で ヘッ ド セ ッ し な い 場 
合 は 、0-15 ま で の 1 段階 に な り ま 
す 。 そ の 場合 補 胡 は 5 に 設定 
され て いま す 。 


《) 希望 の 音量 レベ ル を 選択 し 
た ら [PTT] キー を 押し 設 
定 を 完了 する 


各 キ ー の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 
動 的 に 設定 を 完了 し ます 。 
ー 通 常 の 受信 待ち 受け 状態 に 戻り ます 。 


66) で 、 チ ャ ン ネ ル 設 定 と 音量 調 
手順 を 送 に する こと が で きま す 。 


を モー ド の CH/VOL リ バー ス 機 能 
< グ エ ee 
整 の 
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お 使い に な る 前 に 


一 送信 する 一 


[PTT] キー を 押す と 送信 し 、 離 す と 受信 
きち 受け 状態 に 戻り ます 。 

[PTT] キー は 、 各 種 設定 を 完了 する 際 に 
5 使用 し ます 。 押す と 送信 し ます 
離す と 受信 し ます 


つ さ 


一 グル ー プ 番号 を 合わ せる (グル ー プ トー ク 機 能 を 設定 する ) 


同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 話し た いと き は 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 を 使用 し ます 。 
グル ー プ トー ク に つい て は 、P.56 を 参照 し こく だ さい 。 


%D [グル ー プ ] キー を 押す 


ー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 妥当 


0 っ セシル モーF 
909 


DJ-R1OOD 
FULLDUPLEX UHF FM TRANSCEIVER 


め ⑳ ダイ ヤル を 回 押す 


ー グ ルー プ 番 号 が 点滅 し て 、 グ ルー プ 
番号 を 変更 する こと が で きま す 。 


@) ダイ ヤル を 回 し グル ー プ 番 
号 を 選択 する 
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お 使い に な る 前 に 


の JPTn キー を 押し 設定 を 


フロ 


王 


= 財 
則 | 設定 が 完了 し 


…・ 特定 小 電力 の 通信 制限 に つい て ・…・ 
特定 小 電力 トラ ン シ ー バ ー の 通信 に 関す る 制限 事項 を 説明 し ます 。 


一 3 分 制限 (3 分 以上 は 連続 で 
送信 で きま せん ) 


送信 、 受信 合わ せ て 9 分 以内 で す 。 

10 秒 前 に 警告 音 が 鳴り ます 。 

通信 時 間 が 合計 3 分 に な る と 自動 的 に 送信 
は 停止 し ます 。 


上 4 ハイ 


の 本 


・ 9 分 の 通信 時 間 制 限 に より 、 自 動 的 に 通 
信 が 止ま っ た 後 は 、 約 2 秒 た た な いと 次 
の 送信 は で きま せん 。 

・ モ ー ド 1 以外 の ビジ ネス チャ ン ネ ル で 送 
信 出 力 を 「Lo] に し た 場合 、3 分 制限 は 
解除 さ 


れ 連 続 送信 が 可能 に な り ま す 。 


田 キ ャ リア セン ス (受信 中 は 送 
信 で きま せん ) 


一 定 の 強 さ の 信号 を 受信 し て いる と き は 
[PTT] キー を 押し て も 送信 出来 ませ ん 。 
受信 中 に [PTT] キー を 押す と アラ ー ム 音 
が 鳴り 、 送 信 で き な い こと を 知ら せま す 。 


注意 ビ ピー ブ プ 音 量 を 0 に 設定 し て いる と き 、 ア ラ 


ー ム 音 は 鳴り ませ ん 。(P.70) 
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11 種類 の 通信 モー ド 


DJ-R100D で 使用 で きる 1 1 種類 の 通信 モー ド の 概 


要 と 操作 方 法 を 紹介 し ます 。 


・ の この の の ・ 各 モー ド の 概要 ・…・ 
ここ で は 1 1 種類 の 通信 モー ド の 概要 を 説明 し ます 。 


@ モ ー ド 1 : 交互 通話 ( 単 信 ) モー ド (P.30) 


最も 基本 的 な 交互 通話 ( 単 信 ) モー ド で す 。 工 場 出荷 状態 で 電源 を 入れ る と 、 こ 
の モー ド に な り ま す 。 送信 時 に [PTT] キー を 押し て 通話 し ます 。 周 波数 構成 が 
同じ で あれ ば 、 他 の 特定 小 電力 トランシーバ ー と も 通信 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L1 一 9、b1 一 1 1 


⑯ モ ー ド ら : 同時 通話 ( 複 信 ) モー ド (P.38) 


電話 感覚 で 話 が で きる 同時 通話 モー ド で す 。 基本 的 に は 1 対 1 の 通信 で す が 、 ル 
ー プ 機能 設定 時 に は 第 三 者 も 通話 を 聞く こと が で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 て 18、b12~ ら 9 


同時 通話 モー ド で 通信 する 場合 は 、 オ プシ ョ ン の ヘッ ド セ ッ ト ま た は イヤ ホン マイ ク を ご 
ま 用 くだ さい 。 
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11 種 類 の 通信 モー ド 
@ モ ー ド 3 : 半 複 信 中 継子 機 モ ー ド (P.35) 


半 複 信 方 式 の 中 継 器 に アク セス で きる モー ド で す 。 中 継 器 を 使用 する こと に よっ 
2| て 、 直 接 で は 電波 が 届か な い 相 手 と 通信 する こと が で きま す 。 周 波数 構成 が 同じ 


で あれ ば 、 他 の 特定 小 電 力 ト ラン シー バー と も 中 継 器 を 介し て 通信 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12 一 9 


@ モ ー ド 4 : 複 信 中 継子 機 モ ー ド (P.37) 


直接 の 通信 で は つなが ら な い 相 手 と 、 中 継 器 を 介し て モー ド ら (同時 通話 モー ド ) 
の よう に 通信 する モー ド で す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12ー ら 9 


半 複 信 方 式 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 モー ド 3 で アク セス し ます 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12ー ら 9 
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11 種 類 の 通信 モー ド 


@ モ ー ド 6 : 複 信 (連結 ) 中 継 器 モー ド (P.43) 


復 信 方 式 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 モ ー ド 4、 モ ー ド 8 で アク セス し 
ます 。 多 段 連 結 が 可能 で 、 遠 距離 の 通信 に 利用 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12ー298 


@ モ ー ド フ 7 : ケア モニ ター モー ド (P.44) 


命令 (送信 on/oFF) 


本 機 ら 台 を 使用 し て 、 親 機 か ら 子 機 の 送信 を コン ト 
人 の 監視 な ど に 活用 で きま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12 ら 298 


た よ す 。 乳 幼児 や 病 


主意 ' つ くま で も 簡易 的 な 監視 機能 と お 考え くだ さい 。 
へ“ ・ 本 機 の 誤動作 、 不 具合 に より 万 一 損害 が 生じ まし て も 当社 は その 責任 を 負い か ね 
で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
・ 周 囲 の 音 を 送信 する た め 、 設 置場 所 の プラ イバシー 漏洩 に ご 注意 くだ さい 。 


@ モ ー ド 8 : 半 複 信連 結 中 継子 機 モ ー ド (P.46) 


直接 の 通信 で は つなが ら な い 相 手 と 、 連 結 中 継 器 を 介し て モー ド ] (交互 通話 モ 
ド ) の よう に 通信 する モー ド で す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12-29 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド 98 : デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド (P.47) 


メイ ン / サ ブ の 2 ら つの チャ ン ネ ル を 交互 


使用 チャ ン ネ ル : L1 一 9、b1 一 11/L10 一 18、b12 ら 9 


メイ ン 


受信 し 、 そ の どちら と - 


サブ 


(メモ リーD) 


通信 する こと が 


モード 10 : クロ ス TSQ モ ー ド (P.49) 


親 機 と 子 機 問 の み 通 


ー ド で す 。 業務 使用 に お いて 、 子 機 問 の 勝手 
で きま す 。 


信 可 能 に し 、 子 機 ど うし の 通信 は 禁止 させ る こと が で きる 3+ 


使用 チャ ン ネ ル : L1 一 9、b1 一 1 1 


モー ド 1 1 : ビー コン モー ド (P.50) 


簡易 的 な ビー コ 


っ て 知ら せま す 。 
使用 チャ ン ネ ル : L10 一 18、b12 一 9 


な 通信 を させ た く な い 場 合 な ど に 活 


ン と し て 使用 する モー ド で す 。 子 機 が 発する 電 


流 の 選 
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モー ド 1 か ら 1 


ビー ド 8 の 通信 は 、 弊 社 製 DJ-ROOD と 互換 性 が あり # 


た す 。 


11 種 類 の 通信 モー ド 


ee eo eo @e @ @ モー ド の 切り 替え 方 法 oe oe oe eo @e @ @ 
工場 出荷 (初期 ) 状態 で 電源 を 入れ る と 、 モー ド 1 (交互 通話 モー ド ) 
に な り ま す 。 こ こ で は モー ド の 切り 替え 方 法 に つい て 説明 し ます 。 


「 


ー 還 が 点灯 し ます 。 


@ 回 点灯 中 に [モード] キー 
を 押す 


ー モ ー ド 番号 が 点滅 し ます 。 


《@) ダイ ヤル を 回 し モー ド を 選 
択 する 


使用 する 通信 モー ド に 合わ せま す 。 


《⑩ [PTT] キー を 押し て 設 全容 宣 
を 完了 する ALIMC9 
各 キ ー の 無 操作 状態 が 約 5 秒 続い て も 
動 的 に 設定 を 完了 し ます 。 


(押す と 設定 が 完了 し 
ます 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


・ こ いこ …・ 各 モー ド の 操作 方 法 ・・‥・…・ 
モー ド 別 に 操作 方 法 を 説明 し ます 。 


モー ド 1 : 交互 通話 ( 単 信 ) モー ド 


最も 基本 的 な 交互 通話 ( 単 信 ) モー ド で す 。 


@ 電源 を 入れ る 
て に (て CNC うう) 
人 に 還 と 邊 C/ うう) 
NM ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 (の a<ー っ = 
/ に) 
約 ら 秒間 押し 続け ます 
チャンネル を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
《) 音量 を 調整 する 
ダイ ヤル を 押し 、 音 量 レ ベル 表示 中 に ダイ ヤル を 回 し ます 。 音量 の 調整 は 
P.22 を 参照 し こく だ さい 、。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


の 受信 / 送 信 す る 


信 受 信 す る 


ー 信 号 を 受信 する と スピ ー カ ー か ら 相 
手 の 声 が 聞こ えま す 。 デ ィ ス プレ イ 
の 賠 が 点灯 し ます 。 


を 相手 の 声 が 途切れ る 場合 、 [モニ ター] 
4 キー を 押し て くだ さい 。 聞き や すぐ 
な る こと が あり ます 。[ モ ニタ ー] キ 

を 押す と 國 が 点灯 し ます 。 も う 
度 押す と 消灯 し ます 。(「 モ ニタ ー 機 
能 ] 下記 参照 ) 


信 送 信 す る 


① 信 号 を 受信 し て いな いこ と を 確認 し 
て か が ら [PTT] キー を 押し ます 。 
[PTT] キー を 押し た まま マイ ク に 


向かっ て 話し ます 。 | し じ 圏 が 点灯 し ます 
ー デ ィ ス プレ イ の 圏 が 点灯 し ます 。 


[ププ ニー マ イク と 口元 は 約 5 セン チ 苑 し て く 
グモ た 


さい 。 


⑨ [PTT] キー を 離し ます 。 
っ 「 ピ ッ ] と 音 が 鳴っ た 後 、 受 信 待ち 
受け 状態 に 戻り ます 。 


較 コー ル トーン 機能 


送信 中 に [ファンクション] キー、[ グ ルー プ ] キー、[ モ ニタ ー] キー の いずれ 
か を 押す と 、 呼 び 出し 音 が 鳴り 相手 を 呼び 出す こと が で きま す 。 


田 モニ ター 機能 


受信 中 に 相手 の 声 が 途切れ て 聞き づら いと き に 、[ モ ニタ ー] キー を 押し て スク 
ル チ を 一 時 的 に 解除 する こと が で きま す 。( ス ケル チ と は 受信 時 に 信号 が な いと 
き の 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す 機能 で す 。P.68 を 参照 し こく だ さい 。) 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド ら : 同時 通話 ( 複 信 ) モー ド 
電話 感覚 で 通話 で きる モー ド で す 。 グ ルー プ 全 員 に 呼び 出し を 行い 、 
一 番 早 く 応答 し た 人 と 通話 し ます 。 モ ー ド ら に する ひ 自 動 的 に 複 信 チ 
ャ ン ネ ル (L10 以 降 /b18 以 降 ) へ 移動 し ます 。 初 期 状態 で は 
「L10」 に 設定 され て いま す 。 


モー ド ら 2 で は 「 電 話 タ イプ | と 「 強 制 タ イプ |] の 2 つの タイ プ が 選択 で きま す 。 
[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 、 ト 同点 灯 中 に [フッ ク ] キー を 約 2 秒 押す と 切り 
替わり ます 。「 強 制 タ イプ ] を 選択 する と , の が 消灯 し ます 。 

電話 タイ プ : 呼び 出し / 応 答 の 手順 で 通話 を 行い ます 。 

強制 タイ プ : [PTT] キー を 押し て いる 間 は 送信 を 続け ます 。 (通話 が 途切れ に 
くい 利点 が あり ます ) 


田 電話 タイ プ 
《》 モー ド 番 号 を 設定 する 
P.69 を 参照 し て モー ド 番号 を 「 ら 」 に 


設定 し ます 。 
っ 同時 子 機 が 点 灯 し ます 。 


を アマ が 表示 され な い 場合 は 、[ フ ァ 
の グ 廿 ジック ション] キー を 押し て [回 点 中 
に [フッ ク ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


《》 呼び 出す 


本 機 の [PTT] キー、 ま た は ヘッ ド ] 

ッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 

ー10 秒 間 呼 び 出し 音 が 鳴り 、 相 手 か 
ら の 返事 を 待ち ます 。 


RI 


秒間 呼び 出し 音 が 
り ま す 


を 途中 で 呼び 出し を 止め た いと き は 
4 [フッ ク ] キー、 ま た は ヘッ ド セ ッ ト 
側 の [PTT] キー を 押し ます 。 


@ 応答 する 計 二 二 
相手 か ら 呼ば れ た と き は 
ー 相 手 か ら 呼 ば れ た と き は 10 秒 間 呼 [フッ ク ] キー を 押し ます 
び 出し 音 が 噂 り ます 。 [ 


呼び 出し 音 が 鳴っ て いる 間 に [フッ 
ク ] キー、 ま た は ヘッ ド セ ッ ト 側 の 
[PTT] キー を 押す と 通話 状態 に な 
り ま す 。 


⑩ 通話 を 終了 する 


話 を 終え そる に は [フック] キー、 ま 


は ヘッ ド セ ッ ト 側 の [PTT] キー を 〈3 IN | ペン 
し ます 。 ペド ーー 
押す と 通話 が 完了 し ます 


クシ ョ ッ グル ー プ モー 


ーー 


レグ 2 オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト (EME- 了 に に の 「[PTT] キー 
(アグ を 押す ご と に 、 呼 び 出し / 応 答 / 通 話 の 終了 、 を 繰り 返し ま 
た だ し 、 オ プシ ョ ン の EME- 19A を ご 使用 に な る 場合 は 、 近作 方 法 は 次 の よう に な 


省 國 


ます 。 
叶 び 出 : 黒い ボタ ン を ON に する 


: 黒い ボタ ン を ON に する 
通話 の 終了 : 時 い ボタ ン を OFF に し 、 白 い ボ タン を 押す 
通話 し て いな いと き は 、 黒 い ボ タン を OFF に し 、 次 の 呼び 出し を 待ち ます 。 3③3 


避 
H 
舞 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


画 強 制 タ イプ 
《⑩ モー ド 番 号 を 設定 する 
P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「2」 に 設定 し ます 。 


ー 同 時 子 機 守 が 点灯 し ます 。 


3 の て が 表 示さ れ な い 場 合 は 、 そ の まま 手順 3 に 進ん で くだ さい 。 
し 


の 強制 タイ プ に 切り 替え る 


① [ファンクション ] キー を 押し ます 。 

ー ト 国 が 点灯 し ます 。 

② 回 点灯 中 に [フック] キー を 約 2 秒 

押し ます 。 

ー, ダ が 消灯 し 、 モ ー ド ら の 強制 送信 
タイ プ に 切り 替わり ます 。 


し ま 


二話 タ イブ に 戻す 場合 も 同じ 操作 を 
の 上 し ます 。 上 


《) チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《⑲ グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 
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⑥ 送信 する 


[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 
か っ て 話し ます 。 

信号 を 受け た 相手 機 も [PTT] キー を 
押し ます 。 
双方 が [PTT] キー を 押す と 同時 通 
状態 と な り ま す 。 


ロ I 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


ALINCO 
am 


C_ う )C )C )) 


[PTT] キー を 押し な 
が ら 話 し ます 
双方 が 同時 に 押す と 
同時 通話 が 可能 で す 


友和 を - ヘッ ド セ ッ ト を 使用 し て いる 場合 は 、 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 
( ア ・ ヘ ッ ド セッ ト (EME-12A/13A/15A/ ら 1A/23A) を 使用 し て 途切れ に くい 通 


話 を 行う に は … 


ー ド ら の 強制 タイ プ に 設定 し 、 セ ッ ト モ ー ド の PTT ホ ー ル ド 機 能 (P.78) を 


ON に し ます 。 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] キー を 押す と 、 ハ ルン ズ フ リー で 途切れ 


に くい 通話 が 行え ます 。 も う 一 度 [PTT] キー を 押す と 受信 待ち 受け に 戻り ます 。 


較 第 三 者 が 会 話 を 聞く 
(ルー プ 機 能 ) 


ルー プ 機 能 (P.76) を ODN に する と 、 直 接 
会 話 に 参加 し て いな い 第 三 者 が 会 話 を 聞く 
こと が で きま す 。 

最初 に 呼び 出し を する 無線 機 が 、 ル ー プ 機 
能 を ON に し な いと 第 三 者 は 会 話 を 聞け ま 
せん 。 


モー ド づ 3 : 半 複 信 中 継子 機 モ ー ド 
直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 
通信 する モー ド で す 。 中 継 器 と し て 、 交 社 製 DJP10H、 DJP1 1R、 
DJ-R2OD、DJ-R100D (本 機 ) な ど が 必要 で す 。 


中 継 器 
= 
mm 
| 1 モー ド 5(P.41) モー ド 3 
:chL11 B:ch L1 1 AichL11 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


⑩ モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「3」 に 
設定 し ます 。 
ー 中 継子 機 が 点灯 し ます 。 


の チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 合わ せる 


① ダ イヤ ル を 回 し て 中 継 褒 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
@ 中 継 器 に グル ー プ 番号 が 設定 され て いる 場合 、P.23 を 参照 し て グル ー プ 
番号 を 合わ せま す 。 
@) 周波 数 帯 を 設定 する 
① [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し ます 。 
ー 国 が 点灯 し ます 。 


@⑧ 国 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 


を お 使い に な る 中 継 器 の 設定 を ご 確認 
の @ グ 上 < だ 


周波 数 帯 は 中 継 器 と 逆 に 設定 し ます 。 
中 継 器 が A な ら 子 機 を B、 中 継 器 が B 
な ら 子 機 を A と し ます 。 


《》 迷信 する 


① [PTT] キー を 押し 続け ます 。 

ー 中 継 器 へ の アク セス が 成功 すれ ば 、 
約 1 秒 後に 「 ピ ビッ]」 と いう 音 が 聞 
こえ ます 。 

⑧ [PTT] キー を 押し た まま マイ ク に 
向かっ て 話し ます 。 


: 芋 意 それ ぞ れ の 無線 機 が 至近 距離 に ある 
る と 誤動作 する こと が あり ます 。 子 機 


継 器 間 、 子 機 一 子 機 問 は 10 メ ー 
以上 離し て くだ さい 。 
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ス 2 ラン カレ モー ビ 


① 中 継 器 が アク セス す 
る まで 押し 続け ます 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


一 | プププ …」 と 音 が し た ら 


中 継 器 へ の アク セス が 
ー を 離し 、 再 度 押 し 続 


T 


失敗 し た 場合 「 ブ ププ …」 と 音 が 出 ま す 。 一度 [PTT] ヨ 
ナ て くだ さい 。 


中 継 器 と の 距離 が 遠く 


通話 エリ ア に な い 場 合 も 「 プ ププ …」 と いう 音 が 出 ま す 。 


この 場合 は 中 継 器 を 使 


モー ド 4 : 複 信 中 継子 機 モ ー ド 


直接 の 通信 で は 電波 が 届か な い 場 所 に いる 相手 と 、 中 継 器 を 介し て 


同時 通話 で 通信 する 


モー ド 4 
Aich L10-1 


する こと は で きま せん 。 


一 ド で す 。 


モー ド 6(P.43) モー ド G@ モー ド 4 
Boh L10-1 Boh L15-27 ArohL15-27 


モー ド 4 で は 「 電 話 タ イプ | と 「 強 制 タ イプ ] の 2 つの タイ プ が 選択 で きま す 。 
[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し 、 隔 点灯 中 に [フック ] キー を 約 ら 秒 押す と 切り 


替わり ます 。「 強 制 タ イプ ] を 選択 する と , 連 が 消灯 し ます 。 
電話 タイ プ : 呼び 出し / 応 答 の 手順 で 通話 を 行い ます 。 


強制 タイ プ : [PTT] 


キー を 押し て いる 間 は 送信 を 続け ます 。 (通話 が 途切れ に 


くい 利点 が あり ます ) 


画 電話 タイ ブ 

《⑩ モー ド 番 号 を 設定 する 
P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「4] に 
設定 し ます 。 


っ 同時 中 継子 機 ア が 点灯 し ます 。 


メモ ンク ショ ン ] 
避 」 ウ み 勿 ] 


ング アン が 表示 され な い 場合 は 、[ フ ァ 


キー を 押し て [同点 灯 中 
キー を 約 ら 秒 押し ます 。 37 


38 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


⑳ チャン ネル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て 中 継 器 と チ 


ャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


の 周波 数 帯 を 設 定 す る 


①【[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キー を 押し ます 。 

ー ト 国 が 点灯 し ます 。 

@② 国 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 


プ お 使い に な る 中 継 語 の 設定 を ご 確認 
くだ さい 。 

周波 数 帯 は 中 継 器 と 逆 に 設定 し ます 。 
中 継 器 が A な ら 子 機 を B、 中 継 器 が B 
な ら 子 機 を A と し ます 。 


@⑥ 呼び 出す 


本 機 の [PTT] キー、 ま た は ヘッ ド セ 

ッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 

ー10 秒 間 呼 び 出し 音 が 鳴り 、 相 手 か 
ら の 返事 を 待ち ます 。 


《⑬N 
1 ORDpED 


グー 途中 で 呼び 出し を 止め た いと き は 
必 を [フッ ク ] キー、 ま た は ヘッ ド セ ッ ト 
側 の [PTT] キー を 押し ます 。 


11 種 類 の 通信 モー ド 


③ 応答 する = 写 全 
相手 か ら 呼ば れ た と き は 
相手 か ら 呼 ば れ た と き は 10 秒 間 呼 [フッ ク ] キー を 押し ます 

び 出し 音 が 鳴り ます 。 [ 


呼び 出し 音 が 鳴っ て いる 間 に [フッ 
ク ] キー、 ま た は ヘッ ド セ ッ ト 側 の 
[PTT] キー を 押す と 通話 状態 に な 
り ま す 。 


2 通話 を 終了 する 


通話 を 終え る に は [フック ] キー、 
た は ヘッ ド セ ッ ト 側 の [PTT] キー を 
押し ます 。 


IN ! 
押す と 通話 が 完了 し ます 


4 オプ ショ ン の ヘッ ド セ ッ ト (EME-12A/13A/15A/ ら 1A/23A) の [PTT] キー 
/ プ を 押す ご と に 、 呼 び 出し / 応 答 / 通 話 の 終了 、 を 繰り 返し ます 。 

た だ し 、 オ プシ ョ ン の EME- 19A を ご 使用 に な る 場合 は 、 操 作 方 法 は 次 の よう に な 
り ま す 。 

計 び 出し 早い ボタ ン を ON に する 
応答 : 黒い ボタ ン を ON に する 
通話 の 終了 : 黒い ボタ ン を OFF に し 、 白 い ボ タン を 押す 


3 


守 


通話 し て いな いと き は 、 黒 い ボ タン を OFF に し 、 次 の 呼び 出し を 待ち ます 。 


圏 強制 タイ プ 
%D モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番号 を 「4」 に 設定 し ます 。 
っ 同時 中 継子 機 ア が 点灯 し ます 。 


の アン が 表示 され な い 場 合 は 、 そ の まま 手順 3 に 進ん で くだ さい 。 
の グモ 


モー ド で 通信 する 場合 は 、 オ プシ ョ ン の ヘッ ド セ ッ ト ま た は イヤ ホン マイ 
くだ さい 。 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


@ 強制 タイ プ に 切り 替え る 


① [ファ ンク シ 


ョ ン ] キ 


ー[ ト 還 が 点灯 し ます 。 


@② 還 点灯 中 に [フック] ヨ 


押し ます 。 


を 押し ます 。 


ェ ー を 約 ら 秒 


っ ダテ が 消灯 し 、 モ ー ド 4 の 強制 送信 
タイ プ に 切り 替わり ます 。 


アテ 二 計 タイ ブフ に 
小吉 


戻す 場合 も 同じ 操作 を 


《@) チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て 


継 器 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《⑩ グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


@ 周波 数 帯 を 設定 する 


①【[ フ ァ ン クシ ョ 


ン ] キー を 押し ます 。 


ー[ ト 国 が 点灯 し ます 。 


@② 還 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選 


選 


① に 同点 灯 中 に … 
ラ ョ ーーーー 


KR し ます 。 


の グ 上 < だ さい 。 


の お 使い に な る d 


継 器 の 設定 を ご 人 確認 


スク ラン ブル モー 


な ら 子 機 を A 


周波 数 帯 は 中 継 器 と 逆 に 設定 し ます 。 
中 継 器 が A な ら 子 機 を B、 中 継 器 が B 


と し ます 。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


⑥⑬※ 


[PTT] キー を # 


信 す る 


か っ て 話し ます 。 


し な が ら マ イク に 向 


信号 を 受け た 相手 機 も 


# 


し ます 。 


双方 が [PTT] キー を # 


[PTT] キー 


を 


状態 と な り ま す 。 


す と 同時 通 


ロ I 


ALINCO 
sam 


C_ う )C )C )) 


[PTT] キー を 押し な 
が ら 話 し ます 
双方 が 同時 に 押す と 
同時 通話 が 可能 で す 


・ ヘッ ド セ ッ ト を 使 


4 ・ ル ー プ 機能 を 利 
4 メモ き ぉ 3。 76) 


し て 、 直 # 


話 に 参加 し て いな い 第 三 者 が 会 話 を 聞く こと が で 
し て いる 場合 は 、 ヘ ッ ド セッ ト 側 の [PTT] キー を 押し ます 。 


計 原理 上 、 相 手機 に 
人 栓 が 到 近 距 離 に ある 


間 は 10 メ ー ト ル 以 上 離し て くだ さい 


貴 二 が 旧 
モー ド 3 ( 半 複 信 中 継子 機 ) の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 モ 

ー ド 5 に 設定 する と 、 中 継 動作 の 反応 を よく する た め 自 動 的 に バッ テ 
リー セー ブ 機 能 が 解除 され ます 。 セ ッ ト モ ー ド で 有効 に する こと も 
で きま す 。(P.74) 


無線 機 


モー ド 93(P.35) 万 
AichL10 


Bi:chL10 


《D モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「5」 に 


設定 し ます 。 


ー 中 継が 点灯 し 


ます 。 


ー ド 5 


が 届く まで に 頭 切れ を 起こ すこ と が あり ます 。 そ れ ぞ れ の 無 
と 誤動作 する こと が あり 


ます 。 子 機 一 中 継 器 間 、 子 機 一 子 機 


・ 半 復 信 中 継 器 モー ド 


無線 機 


モー ド 3 
AichL10 


11 種 類 の 通信 モー ド 
@ チャ ン ネ ル と グル ー プ 番号 を 合わ せる 
① タ ダイ ヤル を 回 し て 子 機 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


@ 必 要 に 応じ て グル ー プ 番号 を 子 機 と 同じ 番号 に 設定 し ます 。 グ ルー プ 番 号 
は P.23 を 参照 し て 合わ せ て くだ さい 。 


@) 周波 数 帯 を 設定 する 


① [ファンクション ] キー を 押し ます 。 
ー ト 還 が 点灯 し ます 。 
② 国 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 


A/B い ずれ か が を 選択 し ます 。 


・ 周波 数 帯 は 子 機 と 逆 に 設定 し ます 。 中 継 器 が A な ら 子 機 を B、 中 継 器 が B な ら 子 機 
を A と し ます 。 

・ 中 継 器 は 見 通し の よい 場所 に 設置 し こく だ さい 。 

・ モ ー ド 5 の 中 継 器 か ら も 受信 音 が 聞こ える た め 、 必 要 に 応じ て 音量 レベ ル を 調整 
し て くだ さい 。 

・ 弊社 製 DJ-P8 1 、DJ-P ら 7 を 子 機 と し て 使用 する 場合 は 、 本 機 を モー ド 5 ( 半 複 
信 中 継 器 モー ド ) の 周波 数 帯 B に 設定 し て くだ さい 。 


NN 


C 


-・ モ ー ド 5 は 中 継 器 と し て 動作 する た め 通 話 は で きま せん 。 

・ それぞれ の 無線 機 が 至近 距離 に ある と 誤動作 する こと が あり ます 。 子 機 一 中 継 器 
間 、 子 機 一 子 機 問 は 10 メ ー ト ル 以 上 離し て くだ さい 。 

・ 中 継 器 と し て 設置 する 際 は 、 直 接 風雨 に さら され る 場所 や 直射 日 光 の あたる 場所 
は 避け て くだ さい 。 
・AC ア ダ プ ター を 使用 する 場合 は 、 水 分 が コー ド を 伝っ て 機器 内 部 へ 浸入 し な い 


よう ご 注意 くだ さい 。 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド 6G : 複 信 (連結 ) 中 継 器 モー ド 


オプ ショ ン の 中 継 ケ ー ブ ル (ADUA-78 全長 約 80 セ ンチ ) を 使用 し 、 
モー ド 4 と モー ド 8 の 中 継 器 と し て 使用 する モー ド で す 。 


人 @ 奇 数 組 の 場合 
次 の イラ スト の チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 は 一 例 で す 。 あ ら か じ め 動 作 確認 を 行 
っ て くだ さい 。 


モー ド 4.8 モー ド 6 モー ド 6 モー ド 4.8 
AichL10-1 Bi:chL10-1 B:ch L15-27 AchL15-27 

人 @ 偶 数 組 の 場合 

次 の イラ スト の チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 は 一 例 で す 。 あ ら か じ め 動 作 確 認 を 行 
っ て くだ さい 。 


モー ド 4.8 モー ド 6 モー ド 6 モー ド 6 _ モー ド 6 モー ド 4.8 
BichL10-1 AchL10-1 AchL15-27 BichL15-27 AchLI12 BichL11.2 


《⑩ モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「6」 に 
設定 し ます 。 
っ 同時 中 継が 点灯 し ます 。 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て 子 機 、 ま た は 隣接 する 中 継 器 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 43 


1 1 種類 の 通信 モー ド 
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0 周波 数 帯 を 設定 する 


① [ファンクション] キー を 押し ます 。 

ー[ 還 が 点灯 し ます 。 

@② 国 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 


スク ラン ブル モー 


レプ 2 ・ 中 継 ケ ー ブ ル で 接続 し て いる 中 継 器 ど うし は チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 を 異な る 


(アア 番号 に 、 周 波数 帯 を 同じ に 設定 し ます 。 
隣接 する 子 機 お よび 中 継 器 に 対し て は チャ ン ネ ル 、 グ ルー プ 番 号 は 同じ に 、 周 波 
数 帯 は 逆 (隣接 する 子 機 お よび 中 継 器 が へ A な ら B、B な ら A) に 設定 し ます 。 


・ 中継 器 は 見 通し の よい 場所 に 設置 し こく だ さい 。 


王 か / ょ ケア モニ ター モ デー ド 
本 機 ら 台 を 使用 し て 、 親 機 か ら 子 機 の 送信 を コン トロ ー ル し 、 子 機 周 
辺 の 音 を モニ ター で きる モー ド で す 。 


⑩ モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「7」 に 
設定 し ます 。 
っ < が 点灯 し ます 。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


の チャンネル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


《) 周波 数 帯 を 設定 する 


①【[ フ ァ ン クシ ョ ン ] キー を 押し ます 。 
ー 加 が 点灯 し ます 。 
② 還 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か が を 選択 し ます 。 必 ず 親 


機 を A、 子 機 を B に 設定 し ます 。 9 


ス 2 ランブル モーF 


⑥ 子 機 を コン トロ ー ル する 人 三 
地上 


① 親 機 の [PTT〕】 キ ー を 押し 、 す ぐに の 送信 を 開始 し ます || 
離し ます 。 1 | | (て C こ )C )(C )) 

つ 約 ら 秒 後 に 子 機 の 送信 が 開始 され ます 。 | | 

も う 一 度 親 機 の [PTT] キー を 押し 、 


SS 


の |(@⑥ 再 度 押す と 約 秒 後に 


すぐ に 離し ます 。 
ー 約 2 秒 後に 子 機 の 送信 が 終了 し ます 。 子 機 の 送信 が 終了 し ます 


・ あ くま で も 簡易 的 な 監視 機能 と お 
考え くだ さい 。 

本 機 の 誤動作 、 不 具合 に より 万 一 
損害 が 生じ まし て も 当社 は その 
0 あら か が じ 


め ご 了承 くだ さ 

・ 周囲 の た 送信 する た め 、 剛 還 
所 の プ イバシー 漏洩 に ご 注意 
だ さい 


相 を 子 機 側 で 送信 を 途中 で 止め た い 場 合 
は 、 子 機 の [フック] キー を 押し ま 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド 8 : 半 複 信連 結 中 継子 機 モ ー ド 


直接 の 通信 で は つなが ら な い 相 手 と 、 連 結 中 継 器 を 介し て モー ド 1 
(交互 通話 モー ド ) の よう に 通信 する モー ド で す 。 


2| モー ド 8 モー ド G6(P.43) 1 


AichL10-1 BichL10-1 
DD モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「8」 に 
設定 し ます 。 


ー 中 継子 機 が 点灯 し ます 。 


ー ド 6 
BichL15-3 AchL15-3 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て 中 継 器 と チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


の 周波 数 帯 を 設 定 す る 


① [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し ます 。 
ー ト 回 が 点灯 し ます 。 
@ 国 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 


選 を ぢ 使い に な る 中 如 の 設定 を ど 確認 
C くだ さ 


周 渡 # 了 吉 は 中 継 有 と 逆 に 8 妥 定 し ます 。 
中 継 器 が A な ら 子 機 を B、 中 継 器 が B 
46 な ら 子 機 を A と し ます 。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


⑥ 送信 する 


[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 
か っ て 話し ます 。 
も う 一 方 は 相手 の 送信 が 終了 し て か ら 
[PTT] キー を 押し 送信 し ます 。 


押す と 送信 し ます 
離す と 受信 し ます 


: 王 意 原理 上 、 相 手機 に 音声 が 周 
る” 頭 切れ を 起こ すこ と が あり ま 
れ ぞ れ の 無線 機 が 至近 距離 に 


誤動作 する こと が あり ます 。 コ 
中 継 器 間 、 子 機 一 子 機 問 
ル 以 上 離し て くだ さい 。 


モー ド 9 : デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド 
メイ ン / サ ブ の ら つ の チャ ン ネ ル を 1 秒 ご と に 交互 に 受信 し 、 そ の ど 
ちら と も 通信 する こと が で きる モー ド で す 。 
メイ ン / サ ブ に 設定 する 内 容 は 、 あ ら か じ め メ モリ ー 番 号 A、 お よび 
b に 登録 し て お く 必要 が あり ます 。(P.54) 


ーー 時 メイ ン 
1 秒 ご と に 受信 を 切り 替え (メモ リー ハム ) 
に ケタ タタ タタ タタ タダ 」 サブ 
[PTT] キー で 送信 (メモ リーDb) 


に グプタ クタ タダ タダ タダ ダダ タダ タダ ダダ ダダ 


[フッ ク ] キー で 送信 
《D メモ リー 番号 A、 お よび b を 登録 する 


P.54 を 参照 し て 、 メ イン に 設定 する 内 容 を メモ リー 番号 A に 、 サ ブ に 設定 す 
る 内 容 を メモ リー 番号 に 登録 し ます 。 


1 1 種類 の 通信 モー ド 
の モー ド 番 号 を 設定 する 


P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「9」 に 

設定 し ます 。 

ー 約 1 秒間 「duAL」 と 表示 され ます 。 
登録 済み の メモ リー 番号 A を メイ ン 
に 、b を サブ と し て 1 秒 ご と に 交互 に 
受信 待ち 受け を 開始 し ます 。 信号 を 受 
信 す る と 交互 待ち 受け が 止ま り ま す 。 


2 @) 送信 / 受 信 す る 


候 送 信 す る 


9 


メイ ン 側 に 送信 する 場合 は [PTT] キ 

ー を 、 サ ブ 側 に 送信 する 場合 は [フッ 

ク ] キー を 押し ます 。 

ー 送 受信 が 終了 し 約 5 秒 経過 する と 1 
秒 ご と の 交互 待ち 受け を 再開 し ます 。 


信 受 信 す る 


ー メ イン 側 を 受信 する と 「mAin] 
表示 され 、「 ピ ッ 」 音 が 鳴り ます 。 
た 、 サ ブ 側 を 受信 する と 「SUb] 
表示 され 、「 ピ ピッ 」 音 が 鳴り ます 。 


(Tr 放 人 r 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド 10 : クロ ス TSQ モ ー ド 


親 機 と 子 機 問 の み 通 信 可 能 に し 、 子 機 ど うし の 通信 は 禁止 させ る こ 
と が で きる モー ド で す 。 


DD モー ド 番 号 を 設定 する 
P.59 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「10] 
に 設定 し ます 。 
ー 約 1 秒間 [CroSS」 と 表示 され ます 。 
の チャンネル を 合わ せる 
ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 
《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 
P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 グ ルー プ 番 号 は 対応 表 を 参考 


に 設定 し て くだ さい 。 例 えば 、 親 機 が A* な ら 子 機 を D*、 親 機 が D* な ら 子 
機 を A* に 設定 し ます 。 


グル ー プ 番号 対応 表 
A1-b1 
A ど ーDb ら 
A3ーb3 
A4ーb4 
A5-b5 
A6-DbG 
A/ーb/ 


1 1 種類 の 通信 モー ド 


モー ド 1 1 : ビー コン モー ド 
簡易 的 な ビー コン と し て 使用 する モー ド で す 。 子 機 が 発する 電波 の 
強度 を 音 に よっ て 知ら せま す 。 


| モー ド 番 号 を 設定 する 
P.29 を 参照 し て モー ド 番 号 を 「1 1] 
に 設定 し ます 。 
ー 約 1 秒間 「[bEAcon」 と 表示 され ます 。 


の チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せま す 。 


《@) グル ー プ 番号 を 合わ せる 


グル ー プ トー ク を 設定 する 場合 は 、 ダ イヤ ル を 回 し グル ー プ 番号 を 合わ せま 
す 。 グ ルー プ 番 号 は P.23 を 参照 し て 合わ せ て くだ さい 。 


の 周波 数 帯 を 設 Z 定 する 


① [ファン クシ ョ ン ] キー を 押し ます 。 

ー ト 回 が 点灯 し ます 。 

@ 人 回 点灯 中 に [A/B] キー を 押し 、 
A/B い ずれ か を 選択 し ます 。 00 
機 を A、 子 機 を B に 設定 し て くだ さ 

ー 子 機 が 間欠 送信 を 始め ます 。 和 
発する 電波 の 強度 に よっ て 、 親 機 か 
ら 鳴 る 音 の 周期 が 変化 し ます 。 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


・ 初期 状態 で は 、 子 機 の 電波 が 強く な る ほど 親 機 の 音 の 周期 が 短く な る よう に 設定 
され て いま す が 、 そ の 動作 を 逆 に ( 子 機 の 電波 が 弱く な る ほど 親 機 の 音 の 周期 が 
短く な る ) する こと が で きま す 。 

親 機 の 発信 音 の 動作 を 変更 する に は 、[ フ ッ ク ] キー を 約 2 秒 押し ます 。 デ ィ ス プ 
レ 


に 「SLo] と 表示 され 、 動 作 が 逆 に な り ま す 。 [フッ ク ] キー を 約 2 秒 
押す と 、 デ ィ ス プレ イ に 「FASt] と 表示 され 、 動 作 が 初期 状態 に 戻り ます 。 


SLo : 子 機 が 速 ざ ご か る に つれ 、 親 機 の 音 の 周期 が 短く な る 
FASt : 子 機 が 近づく に つれ 、 親 機 の 音 の 周期 が 短く な る 

・ 小 エリ ア で 使用 する 場合 な ど 電波 が 強 す ざる と き は 、 子 機 の 送信 出力 を 「 ロ ー パ 
ワー」 に 設定 (P.67) し て くだ さい 。 


一 子 機 の 間欠 送信 を 止め る に は 


信 通 信 モ ー ド を 変え る 


① [ファ ンク ショ ン ] キー を 押し ます 。 
っ 回 が 点灯 し ます 。 


② 同 点灯 中 に [モニ ター] キー を 押し 
ます 。 
⑨③ ダ イヤ ル を 回 し 、 他 の 通信 モー ド に 
変更 し ます 。 
=(① 回 が 点灯 し ま 
信 周 波数 帯 を 変え る 
| | | ( 〇 回 点 困 中 に … 
① [ファ ンク ショ ン ] キー を } ンー 


ー ト 国 が 点灯 し ます 。 
@② 回 点灯 中 に [A/B] キー を } 
つ 親 機 に 変わ り ま す 。 
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1 1 種類 の 通信 モー ド 


…… 通信 モー ド 別 設定 機能 一 覧 
各 モ ー ド で 使用 で きる 機能 の 一 覧 で す 。 モ ー ド に よっ て は 自動 的 に 
設定 され る 機能 も あり ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 そ れ ぞ れ の 機能 
の 設定 方 法 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


モ モ チ デ | グ | 物 | っ | 連 凡 ベア 愉 ル 
| | ャ イ | ル 語 1 続 | イ | ル | ラ | ジ 
ド ド ン 人 | 中 衝 ほ | 送 | ブ | |1 ク | フ 
名 ネ レ プ | 能 | ャ | 信 | レ ム 宙 
表 |! ル | | タ タ 
示 ク サ イ 
| マ 
チ I 
(556)|557)|659) (57) [0 [7 [7 [29 20 
1 | 交 和 通話 ( 単 信 ) モ ー ド | | 麗 |OIOIOl※ xlxlx 
Ei 、 L10~18 | 財 隊 / げ 比 
司 時 通話 (電話 ) モー ド plece9| OIxlx|A xxIO 
同時 通 放 強制) モード | Jo | 7 後 |O|x|x]^IOIO|x|x|o 
3 | 半 複 信 中 総 子 機 モー ド | Jag | 暴 |OIO|x]^lOIO|x|x]* 
三 由 名 辻 7 語 証 > エー ド | L10 て 18 | 同時 子 機 
。 和 信 史 機電 話 ) モ ー ド | jo、oe | っ (He IO| | |^IOI9|*|z|O 
9 ー 。 、| L10~18 | 同 基 / げ 機 
4 言 中 ー 楓 
宰 信 中 継子 機 (強制 ) モ ー ド | っ og | sm DXIXIAIOIOI*|z|IO 
0 和 90 L10-18| 」。 
5 | 半 複 信 中 継 器 モー ド pocog| " 噂 1OIXIXIAIXIXIOIO|X 
6 | 複 信 ( 電 結 ) 中 総 吉 モ ー ド | Ja | 本 較 | の | x|x]Alx|x|x|x]x 
5 L10c18| る 
| ーー ble-e9 | nm 電 | ドド ドド エエ 
8 | 半 複 信 結 中 総 子 機 モ ー ド | aa | 暴 |O|O|x]^IOIO|x|x]* 
9 | デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド 4 4 | 人 4 人 AIXIAIXIXIXIX|X 
10| クロ ス TSQ モ ー ド 同和 - elolxl※lololx |xlx 
に HI0<18 | 。 
11 ン モ ー ド b12-29 bch 子 機 |O|X 1X|※|X|xX|x|x|x 
⑥ : 自 動 的 に 設定 され ます 
〇 : 設 定 で きま す 
人 へ : チ ャ ン ネ ル が b12--b29 の と き に 設定 で きま す 
X : 設 定 で きま せん 
人 4 メモ リー 登録 し た モー ド に よっ て 異な D り ます 
※ : 設 定 で きま せん が 、1 mW 送信 は 可能 で す 


便利 な 機能 


本 機 を 使用 する 際 に 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 


・…・ ス イッ チ に よる モー ド 固 定 機能 ・…・ 
本 機 背 面 に ある 小型 スイ ッ チ を 設定 する こと に より 、 使 用 し た い モ 
ー ド を 固定 する こと が で きま す 。 
モー ド 1 か ら モ ー ド 8 まで を 選択 する こと が で きま す 。 
スイ ッ チ に より モー ド を 固定 し た 場合 、 キ ー 操 作 に よる モー ド 変 更 
は で き な く な り ま す 。 


本 機 至 面 に あめ る ゴム キャ ッ プ を 外し 、8 つ 
の スイ 020 「「「 
ON に し て くだ さ 


ー ド 1 交 皇 通話 ( 単 信 ) モ ー ド 
ー ド 2 同時 通話 ( 複 信 ) モ ー ド 
ド 3 半 複 信 中 継子 機 モ ー ド 


| 
72 
IN 


複 信 中 継子 機 モ ー ド 
ド 5 半 複 信 中 継 器 モー ド 


複 信 (連結 ) 中 継 器 モ ー ド RT 
ケア 下 三 ター モー ド 
ド 8 半 複 信連 結 中 継子 機 モ ー ド 


| 
の 
0) 


| 
| 
N 


| ロロ | | | | 
HITTIHTTIITTIITTIITTHIITTTIITI 


00| ヽ | の | R| OI TU| 一 


・ ス イッ チ を 操作 する 際 に は 、 ス イッ チ を 
~ 破損 し な いよ う ご 注 意 く だ さい 。 

・ ゴ ムキ ャ ッ プ を 紛失 し な いよ う ご 注 意 く 
だ さい 


フン 
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便利 な 機能 


OS を メモ リー モー ド OS き きき 


あら か じ め 登 録 し て お いた チャ ン ネ ル を 呼び 出し て 運用 する モー ド 
で す 。 登 録 で きる 数 は 、0 一 9、A、b の 1 ら 個 で す 。 

A、Db に 登録 し た 内 容 は モー ド 9 (デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド ) 
で も 使用 し ます 。 


田 メモ リー 登録 


@ 登録 し た い 状 態 (モー ド 、 チ ャ ン ネ ル 、 グ ルー プ ト ー 
ク の 有無 な ど ) に 設定 する 


⑥ [ファ ンク ショ ン ] キー を 
押す 


ー 有 MM に メモ リー 番号 が 点 減 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し 登録 し た い 
メモ リー 番号 (0 二 9、A、 
b) を 選択 する 


之 け る 


の [グル ー プ ] キー を 約 2 秒 
押す 


ー「writE] と 表示 され 、 メ モリ ー に 
設定 し た 内 容 が 登録 され ます 。 
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田 メモ リー 呼び 出し 
| [グル ー プ ] キー を 約 2 秒 
押す 


っ MM と メモ リー 番号 が 点灯 し 、 メ モリ 
ー モ ー ド に 切り 替わり ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し 使用 する メ 
モリ ー 番 号 を 選択 する 


通常 の 通信 モー ド へ 戻す に は 、 


[グル ー プ ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 


2Z4 ・ メモリー モード 時 に 登録 され た 通 
Q グ ” 上 信 モ ー ド を 確認 する に は 、[ グ ルー 


(P.69) で メモ リー 番号 と 通信 モ 
ー ド の どちら を 優先 し て 表示 させ 
る か を 選択 す る こと が で きま す 。 

・ 一 度 登録 され た メモ リー 内 容 を 消 
去 す る に は 、 完全 リセ ッ ト (P.63) 
操作 を 行っ て くだ さい 
メモ リー 内 容 の 変更 は 上 書き する 
こと で 可能 で す 。 


便利 な 機能 


IM と メモ リー 番号 が 
点灯 し ます 


27 ニテ ー 
ーー グル ー プ モ 


= 当 
C_ と すう う 
I 
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便利 な 機能 


65008 0 ウル テン トド テ の や Oo … 


同じ グル ー プ の 人 と だ け 通 信 し た いと き は グル ー プ トー ク 機 能 を 使 
用 し ます 。 


ミミ モコ ーー ーー 
⑩ ルーフ トー クモ ー ド に する | | の こう 055 
[グル ー プ ] キー を 押し ます 。 時 
ー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 UL 細 
に ブフ 


3| 


の グルー プ 番 号 を 合わ せる 


ダイ ヤル を ら 回 押し 、 グ ルー プ 番 号 が 点滅 中 に ダイ ヤル を 回 し ます 。 グ ルー 
プ 番 号 を 合わ せる に は P.23 を 参照 し こく だ さい 。 


@ 送信 する 


[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 
か っ て 話し ます 。 

っ 同じ チャ ン ネ ル 、 同 じ グ ルー プ 番 号 
の 相手 と だ け 通 話 で きま す 。 

た だ し 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 の な い 
同じ チャ ン ネ ル の トト ランシー バー に 
は 話し 声 が 聞こ えま す 。 


2 人 の 会 話 
聞く こと だ け 
で きる よ 
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便利 な 機能 


スク ラン ブル トー ク に する と 、 他 の 人 に は 会 話 の 内 容 が 理解 で き な 
く な り ま す 。 秘話 機能 を 搭載 し た 弊社 製 ト ラン シー バー と も 通話 す 
る こと が で きま す 。 


《 秘話 モー ド に する 


① [ファン クシ ョ ン ] キー を # 
ー 還 が 点灯 し ます 。 

② 加 点灯 中 に [スクランブル] 
押し ます 。 

ーー 秘話 が 点灯 し ます 。 


の @ ※ 信 する 上 の 
ー スクラップ ブル こ 

[PTT] キー を 押し な が ら マ イク に 向 に 
つっ 同 じ チ ャ ン ネ ル で 秘話 機能 を 設定 是 
て いる 相手 と だ け 通 話 で きま す 。 電 2 


秘話 機能 の な い ト ラン シー バー に は 
話し 声 は 聞こ えま す が 内 容 は わか り 
ませ ん 。 


わからない 
会 話 だ 
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便利 な 機能 


3| 
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Ooooooooooooo スキ ャ ン 


自動 的 に 受信 チャ ン ネ ル を 切り 替え て 、 信 号 が 出 て いる と ころ を 擦 


し 出す 機能 で す 。 ス キャ ン 停 止 後 、 信 


ル へ 移り ます 。 


号 が な く な れ ば 次 の チャ ン ネ 


《》 スキ ャ ン を 開始 する 


[モニ ター] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 


っ ー ス キャ ン が 始ま り ま す 。 信号 を 受信 
し た チャ ン ネ ル で 止ま り ま す 。 信号 


が な く な る と 、 ま た スキ ャ ン が 始ま 


り ま す 。 


の スキ ャ ン を 中 止 す る 


[モニ ター] キー を 約 2 秒 # 
[PTT〕 キー を 押し ます 。 


すか 、 


DTPES) 


E 


DJ-R1OOD 
FULL DUPLEX UHF FM TRANSCEIVER 


ーー 


[モニ ター] キー を ら 
秒間 押し 続け る か 、 
[PTT] キー を 押し て 
中 止 し ます 


に ーー 一 較 


グル ー プ モニ 


アー うつ 


0- モー 


マ 09 


便利 な 機能 


・……・ フ リー チャ ン ネ ル サ ー チ ・・・…・ 


チャ ン ネ ル を 次 々 に 切り 替え な が ら 、 空 いて いる チャ ン ネ ル を 探し 


て 通信 で きる 機能 で す 。( モ ー ド 1 のみ) 
MD グル ー プ トー クモ ー ド に する 


[グル ー プ ] キー を 押し ます 。 
ュー グ ルー プ 番 号 が 点灯 し ます 。 


の グル ー プ 番号 を 合わ せる 


P.23 を 参照 し て グル ー プ 番号 を 合わ せま す 。 


《@) フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ を 
開始 する 


[サー チ ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 
ー サ ー チ が 開始 され チャ ン ネ ル が 次 々 
に 変わ り ま す 。 


人 相手 を 呼び 出す 


[PTT〕 キー を 押し ます 。 

ー 空 き チ ャ ン ネ ル が あれ ば 、 そ の チャ 
ン ネ ル で 止ま り 、5 秒 間 送 信 状 態 と 
な り 相手 を 呼び 出し ます 。 


ーー ニー ニー 
(9 
し 


2 ラン カル モーF 


909 


肥 
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便利 な 機能 
信 送 信 す る 


相手 か ら 応答 音 が きた ら [PTT] キ 
を 押し ます 。[PTT] キー を 押し た 8 
ま マ イク に 向かっ て 話し ます 。 = 
ー デ ィ ス プレ イ の 國 が 点灯 し ます 。 | | 圏 が 点灯 し ます 


[ププ マイ ク と 昌 元 は 約 5 セン チ 苑 し て く 
3 だ さい 。 
1 


信 受 信 す る 


ー サ ー チ 中 に 受信 する と 、 受 信 し た チ 
ャ ン ネ ル で 止ま り 、 し ば らく する と 
呼び 出し 音 が 鳴り ます 。 


その 後 相手 か ら の 信号 を 受信 し ます 
の で 応答 し て くだ さい 。 


を 5 秒間 応答 が な いか 、 通 話 が 5 秒 途 切 
アグ 寸 れ る と サー チ が 再開 され ます 。 
1 


《⑩ フリ ー チ ャ ン ネ ル サ ー チ を 
終了 する 


[サー チ ] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 
ー フ リー チャ ン ネ ル サ ー チ が 終了 し ます 。 


1 
リプ フリー テ チャ ン ネ ル サ ー チ は L1ーL9 ど 秒 以上 押し 続け ます 
の 寸 間 、 ま た は b1 一 b1 1 問 で サー チ し ま 5 
す の で 、 あ ら か じ め 使 用 する チャ ン 2 
ネル を 決め て くだ さい 。 
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便利 な 機能 


すす キー ロッ ク Cooooo8ooooc 


ギー ロッ タ し て お く と 、 


誤操作 な ど に よる 設定 変更 を 防止 で きま す 。 


・ - キー ロッ ク 中 で も 、 送 信 、 モ ニタ ー 操 作 、 音 量 調整 は 操作 可能 
上 セッ トモ ー ド の キー ロッ ク 設 定 (69) で キー の 押し 間 を 変 3 まま 
圏 キー ロッ ク す る 
[O_m] キー を 約 2 秒 押 し ます 。 
っ 0_m が 点灯 し ます 。 
ら 秒 以上 押し 続け ます 
圏 キ ー ロ ッ ク を 解除 する 
キー ロッ ク 中 に [0O ひ -m] キー を 約 ら 秒 押し ます 。 


っ OF が 消灯 し キ ッ ク が 解除 ぐれ ます 。 


・・・…・ 人 バッテリー 警告 月 ・・・・・ 


電池 の 残 量 が 少な く な る と (て が 点灯 し ます 。 
電池 の 交換 時 期 が 近づい て いま す 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 


レレ そ 電源 OFF の 状態 で 充電 する と 
(9 レ 「CHArGE」 と 表示 され 、( コ が 点 


滅 し ます 。 


人 


本 機能 に は 誤差 が あめ る た め 、 目 安 程 
度 と お 考え くだ さい 


(しづ が 点灯 する と 、 電 
(| 池 の 残 量 が 少な く な っ 


便利 な 機能 


eco 人 報 機 能 ・・ ド バド 


本 機 を 簡易 的 な 緊 女 通報 装置 と し て 使用 する 機能 で す 。 普 段 は トラ 
ン シ ー バ ー と し て 使用 し 、 万 一 の 際 に は 相手 機 に アラ ー ム 音 で 知ら 
せま す 。( モ ー ド 1 の み ) 


》 モー ド 1 に 設定 する 


P.29 を 参照 し て 、 本 機 を モー ド 1 の 設定 に し ます 。 
3| @ チャ ン ネ ル を 合わ せる 


ダイ ヤル を 回 し て チャ ン ネ ル を 合わ せ 
ます 。 


@》 ダイ ヤル を 3 秒 以 上 押す 


つ 買 女 通報 を 10 秒 間 送 信 し ます 。 相 
手機 は 柚 切 信号 を 受信 し 、 ア ラー ム 
音 が 鳴り ます 。 
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便利 な 機能 


o の @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ @ リセ ッ ト 上 上 ト トド トーー…・…・ 
リセ ッ ト に は 次 の ら つ の 方 法 が あり ます 。 
簡易 リセ ッ ト : 設定 状態 な ど わ か ら な く な っ た と き に 初期 化し ます 。 
完全 リセ ッ ト : 工場 出荷 状態 に 戻り ます 。 
一 商 易 り リセット 


[ファ ンク ショ ン ] キー を 押し な が ら 電 源 


を 入れ ます 。 ーー 
ーー ディスプレイ 全 点 灯 中 に [ファ ンク ショ 
ン ] キー を 交 し ます 。 ミニ ディ スプ レイ が 
= 交 1| 


販 プ 2 簡易 リセ ッ ト で は 登録 済み メモ リー 内 容 、 
(ビア 一 部 の 設定 済み 内 容 は 保存 され ます 。 
(P.64) 


田 完 全 リ セッ ト 


[ファ ンク ショ ン ] キー と ダイ ヤル を } 

な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

ーー ディスプレイ 全 点 灯 中 に [ファ ンク ショ 
ン ] キー と ダイ ヤル を 離し ます 。 


ー 


2 完全 リセ ッ ト で は 登録 済み メモ リー 内 容 、 
の と すべ て の 設定 済み 内 容 は 消去 され ます 。 


し 


(| すべ て 表示 され 
机 


て 
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セッ トモ ー ド 


宮 種 機能 を より 使い や すく する た め に 、 本 機 を カス 
タマ イズ する 機能 で す 。 


… の ………・ セッ トモ ー ドド 一覧 …・ バ …… 
各種 機能 を より 使い や すく する た め に 、DJ-R100D を カス タマ イズ 


する こと が で きま す 。 
カス タマ イズ 項目 参照 ペー ジ 初期 値 | 簡易 リセ ッ ト 時 保存 
1 CH/VOL リ バー ス 機 能 P.66 CH 優先 〇 
ら | 連続 送信 (ロー パワ ー) 設定 P.67 HI 〇 
3 | ディ スプ レイ 変更 機能 P.68 MODE 〇 
人 4 | スケ ル チ レ ベル 設定 P.68 3 〇 
5 | キー ロッ ク 設 定 P.69 g 秒 〇 
6 | メモ リー 表示 機能 P.69 NUMBER 〇 
フ | バイ ブレ ー タ ー 機 能 P.70 OF 
8 | ビー プ 音 量 設定 P.70 3 
9 | 操作 音 機能 P.71 0 
10 | ベル 機能 P.Z 1 OFF 
11 | エン ド ピ ビー 機能 P.7 ら ON 
12 | 音色 変更 機能 P./ ら 
13 | アラ ー ム 機能 P.73 OF 
14 | ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機能 P.73 0 秒 
15 動 接続 手順 解除 機能 P.74 0 
16 | バッ テリ ー セ ー プ 機能 P.74 ON 
17 | バッ テリ ー セ ー プ 機能 M5 P.75 OF 
18 | オー ト パ ワ ー オ フン フ 機能 P.75 OF 
19 | ラン プ 常 灯 機 能 P.76 5 秒 
0 | ルー プ 機 能 P.76 OF 
ら 1 [-MH 電 池 充 電機 能 P. フ 7 OF 
らら | 電池 (電圧 ) 参照 機能 P.77 - 
3 | PTT ホ ー ル ド 機 能 P.78 OF 
4 | PTT オ フ 機 能 P.78 ON 
5 | LCD 消 灯 機 能 P.79 ON 
P.665 か ら P.79 に セッ トモ ー ド の 各 項 目 の 設 定 方 法 を 記載 し て いま す 。 な お 、 掲 


I 


載 し て いる ディ スプ レイ 表示 は 、 工 場 出荷 ( 初 


期 ) 状態 の も の で す 。 


セッ トモ ー ド 


280 に TEDncP5S ご ここ 


セッ トモ ー ド で 設定 する 各 カ スタ マイ ズ 項 目 の 基 本 的 な 設定 方 法 は 


次 の と お り で す 。 


さい 。 


人 セッ トモ ー ド に する 


[ファ ンク ショ 


間 項目 の 詳細 は 、 該 当 す る ペー ジ を 参照 し て くだ 


ン ] キ 


っ 回 が 点灯 し ます 。 


の 回 点灯 中 に ダイ ヤル を 押す 


っ セッ トモ ー ド の 項 

す 。 ダ イヤ ル を 押す ご と に 項目 が 切 
ます 。 [フック ] キー を # 
戻り ます 。 


⑩ ダイ ヤル を 回 し て 設定 値 を 


り 替 わり 


を 押し ます 。 


が 表示 され ま 


す と 前 


項目 に 


変更 する 


ko」 


また た は 、 ダ イヤ ル を 呈 


選択 し 8 


た す 。 


国 点灯 中 に 押し ます | 
押す ご と に 項目 が 切り | 
替わり ます 


[フッ ク ] キー で 逆 回 り 


し て ON/OFF を 


= 当 
C_ どす 「) 
I 


セッ トモ ー ド 


《⑳ [PTT] キー を 押し て 設 
を 完了 する 


(押す と 設定 が 完了 し 
ます 


CH/VOL リ バー ス 機 能 
ダイ ヤル を 回 し た と き に 、 チ ャ ン ネ ル 変 更 / 音 量 調整 の ぴち ら を 優先 
的 に 操作 で きる か を 選択 で きま す 。 初期 状態 で は チャ ン ネ ル 優 先 に 
設定 され て いま す 。 


4| 《⑩ CH/VOL リ バー ス の 設定 を 
する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「CH- 
voL| を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し て 「CH-voL」 また は 「voL-CH」 を 選 
択 する 


ー「voL-CH] を 選択 する と 音量 調整 が 優先 され ます 。 
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セッ トモ ー ド 


連続 送信 (ロー バ パワー) 語 


モー ドーB の ビジ ネズ チャ ン ネ ル (bD12-Bg8) 
を 10mW か ら 1mW に 抑え る こと に より 、3 分 間 の 通話 制限 が 解除 
され 連続 送信 が 可能 に な り ま す 。 初 期 状 態 で は 送信 出力 は 10mW 
(「Hi」) に 設定 され て いま す 。 


@ 連続 送信 (ロー パワ ー) の 
設定 を する 


セッ トモ ー 
Hi を 選 


ド に し て (P.65) 「Pow- 
RR し ます 。 


設定 時 、 送 信 出 力 


⑳ ダイ ヤル を 回 し ロー パワ ー (「Po.w-Lo」) に 設定 する 


っ ー ロ ー パ ワー に 設定 する と 、 チャンネル 表示 部 に 「. (ドッ ト )] が 点灯 し 3 
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セッ トモ ー ド 


ディ スプ レイ 変更 機能 


ディ スプ レイ の モー ド 番 号 表示 部 を 、 
限 時 間 表 示 と し て 使用 する こと が で 


S/RF メ ー タ ー、 ま た は 送信 制 
きま す 。 ま た 各 チャ ン ネ ル を 周 


波数 表示 させ る こと が で きま す 。 な お 、 連 続 送 信 可 能 時 間 は 、180 


秒 か ら カ ウン ト ダ ウン 表示 し ます 。 
され て いま す 。 


人 ディ スプ レイ 変更 の 設定 を 
する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「modE」 


を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し ディ スプ レ 


初期 状態 で は モー ド 表 示 に 設定 


イ 方 法 を 選択 する 


以下 か ら デ ィ ス プレ イ 表 示方 法 を 選 】 
modE : モー ド 表 示 

SmEtEr  :S/RF メ ー タ ー 表 示 
Cntdn : カウ ント ダウ ン 表 示 
FrEq : 周波 数 表示 


KR し ます 。 


スケ ル チ レ ベル 設 


スケ ル チ と は 受信 時 に 信号 が な いと 


き の 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す 


機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「3」 に 設定 され て いま す 。 設定 値 が 大 きい 
ほど 、 強 い 信 号 で スケ ル チ が 開く よう に な り ま す 。 


を 選択 し ます 。 


め ⑳) ダイ ヤル を 回 し レベ ル を 調 


レベ ル は 0 一 5 の 間 で 調整 で きま す 。 


0 スケ ル チ レ ベル の 設定 を する 
セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「SqL 3] 


整 す る 


セッ トモ ー ド 


キー ロッ ク す る と き の キ ー を 押し 続け る 時 間 を 設定 で きま す 。 時 間 
を 長く する こと に より 、 誤 操作 に よる 不意 な キー ロッ ク 解 除 を 防止 


で きま す 。 初期 状態 


で は 「 ら 2] 秒 に 設定 され て いま す 。 


人 キー ロッ ク の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し 
を 選択 し ます 。 


て (P.65) 「Loc 2」 


@⑳) ダイ ヤル を 回 し 時 間 を 選択 する 


1 一 3 秒 の 間 で 選 # 


愉 で きま す 。 


メモ リー 表示 機能 四 


メモ リー チャ ン ネ ル 運 用 時 の 表示 方 法 を 変更 する 機能 で す 。 初 期 状 


態 で は メモ リー チャ 
0 メモ リー 表示 


ン ネ ル 番 号 表示 に 設定 され て いま す 。 
の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「numbErl 


を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し 表示 方 法 を 選択 する 


以下 か ら 表 示方 法 を 選択 し ます 。 


numbEr : メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 表示 


modE ・ モー ド 表 示 


no-rmodE : メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 と モー ド の 同時 表示 
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セッ トモ ー ド 
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バイ ブレ ー タ ー 機 能 


呼び 出さ れ た こと を バイ ブレ ー タ ー の 振動 で お 知ら せ し ま す 。 初期 
状態 で は OFF (バイ ブレ ー タ ー な し ) に 設定 され て いま す 。 


0 バイブレーター の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF vib] 
を 選択 し ます 。 


@) ダイ ヤル を 回 し 振動 タイ プ と 時 間 を 選択 する 


以下 か ら 設 定 値 を 選択 し ます 。 

A10 : A タ イプ 振動 を 10 秒 間 

b10 :b タ イプ 振動 を 10 秒 間 

A20 : A タ イプ 振動 を 20 秒 間 

Do20 : bD タ イプ 振動 を 20 秒 間 

ー バ イブ レー ター 機能 設定 時 に は 、 衣 が 点灯 し ます 。 


タモ 一 定時 間 ( 0 秒 、 ま た は 20 秒 間 ) 通話 が 途切れ た あと に 受信 し た と き 、 バ イブ レー ター 
が 作動 し ます 。 
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ビー ブ プ 音 量 設定 
本 機 か ら 鳴る ビー プ 音 (操作 音 ) の 音量 を 設定 し ます 。 初期 状態 で 
は 「3] に 設定 され て いま す 。 


| ビー ブ 音 量 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「bEEP 
3] を 選択 し ます 。 


⑥) ダイ ヤル を 回 し ビー プ 音 量 を 設定 する 


ビー プ 音 量 は 0-5 の 間 で 選択 で きま す 。「0」 に 設定 する と すべ て の ビー プ 
音 が 鳴ら な く な り ま す 。 


セッ トモ ー ド 


操作 音 機能 
キー 操作 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て 
いま す 。 


近作 音 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on 
Sound」 を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


ベル 機能 
呼び 出さ れ た こと を 表示 と ベル 音 で お 知ら せ し ま す 。 初期 状態 で は 
OFF に 設定 され て いま す 。 


》 ベル の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF 
DELL」 を 選択 し ます 。 


の ② ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 
設定 する 


っ ベル 機能 設定 時 に は 、 ぐ が 点灯 し 
ます 。 


2 一 定時 間 (10 秒 、 ま た は 20 秒 間 ) 
和 通話 が 途切れ た あと に 受信 し た と き 、 
ベル が 作動 し ます 。 


(〆 
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セッ トモ ー ド 


エン ド ピ ー 機 能 
[PTT] キー を 離し た と き の 「 ピ ッ 」 音 の ON/OFF を 設定 し ます 。 初 
期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


《》 エン ドビー の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on 
EndP] を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


音色 変更 機能 
モー ド ら 、 モ ー ド 4 の 同時 通話 で の 芽 信 音 を 選択 で きま す 。 初期 状態 
で は 「1」 に 設定 され て いま す 。 設定 中 に [モニター] キー を 押す と 、 
試聴 し て 着信 音 を 確認 する こと が で きま す 。 


@ 音色 変更 の 設定 を する 
セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「]1 
mELody」 を 選択 し ます 。 


ダイ ヤル を 回 し 音色 を 3 タイ プ の 中 か ら 選 択 する 


音色 の タイ プ は 、1 、 ら 、3 か ら 選 択 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


アラ ー ム 機能 
モー ド 5 ( 半 複 信 中 継 器 ) で 中 継 動作 の 終了 を アラ ー ム 音 で お 知ら せ 
し ます 。 ア ラー ム 動 作 中 に 信号 を 受信 する と 、 中 継 動作 を 継続 し ま 
す 。 初 期 状 態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


アク アラ ー ム 機能 よ モ ー ド 5 の み 有 効 で す 。 


0 アラ ー ム の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF 
ALm」 を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 4 
ハン グ ア ッ プ タ イ マー 機能 


モー ド 5 ( 半 複 信 中 継 器 ) で 信号 が 途切れ て も 、 一 定時 間 送信 を 続け 
る 機能 で す 。 初 期 状 態 で は 「0] 秒 (OFF) に 設定 され て いま す 。 


[アプ ハン クア ッ フ タイ マー 機能 は モー ド 5 の み 有 効 で す 。 
4 メモ 


0 ハン グ ア ッ プ タ イ マー の 設 
定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「0 
HunGuP] を 選択 し ます 。 


の ダイ ヤル を 回 し 時 間 を 選択 する 


0 秒 、0.5 秒 、 1 秒 、 ら 秒 か ら 選 択 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


自動 接続 手順 解除 機能 


モー ド 3 ( 半 複 信 中 継子 機 )、 モ ー ド 5 ( 半 複 信 中 継 器 ) の 中 継 動作 
自動 接続 手順 (AutoKerchunk) を 解除 する 機能 で す 。 接続 タイ ミ 
ング の 異な る 中 継 器 へ の アク セス に 活用 で きま す 。 初期 状態 で は ON 
に 設定 され て いま す 。 


《 自動 接続 手順 解除 の 設定 を 
する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on 
Auto」 を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


4| バッ テリ ー セ ー プ 機能 
待ち 受け 状態 が 5 秒 以上 続く と 、 内 部 電源 を 定期 的 に DN/OFF さ せ て 
電池 の 消費 を 抑 える 機能 で す 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


5 バッ テリ ー セ ー ブ の 設定 を 


する 
セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on DS] 
を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


ーー バッテリー セー プ 機 能 を OFF に 設定 する と 、 チ ャ ン ネ ル 表 示 部 に 「. (ドッ 
ト )」 が 点灯 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


バッ テリ ー セ ー プ 機能 M5 (モー ド 5 専 用 ) 
モー ド 5 ( 半 複 信 中 継 器 ) 専有 の バッ テリ ー セ ー プ 機能 で す 。 中 継 動 
作 の 反応 を よく する た め 、 初 期 状 態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


人 0 バッテリー セー ブ (M5) 
の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF 
m5-bS」 を 選択 し ます 。 


@⑥) ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


オー トバ パワ ー オ ノ フ 機 能 
電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ を 防ぐ 機能 で す 。 無 操作 状態 が 設定 時 間 続 
く と 、 ビ ピー ブ 音 が 鳴り 自動 的 に 電源 が 切れ ます 。 初期 状態 で は OFF 
に 設定 され て いま す 。 


0 オー トバ パワ ー オ フ の 設定 を 
する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF 
APO] を 選択 し ます 。 


@⑳) ダイ ヤル を 回 し 時 間 を 選択 する 


OFF、30 分 、60 分 、80 分 、120 分 か ら 選 択 し ます 。 
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セッ トモ ー ド 


ラン プ 常 灯 機 能 
ディ スプ レイ 照明 を 常時 点灯 させ る 機能 で す 。 初 期 状態 で は 「5]」 秒 


に 設定 され て お り 、 キ ー 操 作 を する と 5 秒間 照明 が 点灯 する よう に 設 
定 さ れ て いま す 。 


《》 ラン プ 常 灯 の 設定 を する 


DC 信 肖 に 


LAmP] 


の ダイ ヤル を 回 し 点灯 時 間 を 設定 する 


OFF、5 秒 、 


ON か ら 選 択 し ます 。 


Eー ド に し て (P.65) 「5 
を 選択 し ます 。 


ルー プ 機 能 
モー ド 5、 モ ー ド 4 の 同時 通話 で 第 三 者 が 会 話 を 聞く こと が で きる 機 
能 で す 。 初 期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


する 場合 は 、 最 初 に 呼び 出し を 行う 機器 に 設定 し て くだ さい 。 両方 の 機器 
も 問題 あり ませ ん 


DD ループ の 設定 を する 


セッ ト -+ 


ド で 
原理 上 八 ウ リ 


で 使 


ー ド に し て (P.65) 「oFF 
AFLooP] を 選択 し ます 。 


する 場合 は 、 片 方 の 機器 の み に 設 定 し て くだ さい 。 本 
ング が 発生 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


方 の 機器 に 設定 する 


セッ トモ ー ド 


Ni-MH 電 池 充 電機 能 
オプ ショ ン の ニッ ケル 水素 充電 池 (EBP.57N) に トリ クル 充電 する 
機能 で す 。 初 期 状 態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


4 本 機能 は 微小 電流 に よる 充 で ある た め 、 補 充電 程度 と お 考え くだ さい 。 充電 時 間 の 
リグ は 次 の と お り で す 。 
EBP-57N (1800mAh) : 約 15 時 間 


《D Ni-MH 電 池 充 電 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「oFF 
CHArGE」 を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


電池 (電圧 ) 参照 機能 
電池 の タイ ブ と 電圧 を 参照 する 機能 で す 。[t3」 は 単 三 型 電池 、「Li」 
は リチウム イオ ン バ ッ テリ ー バ パッ ク を 示し ます 。 


用 を 圧 に は 誤差 を 含み ます の で 程度 と お 考え くだ さ 
”L 


《D 電池 (電圧 ) を 参照 する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 電池 

(電圧 ) 表示 を 選択 し ます 。 

ー 電 池 の タ イプ と 電圧 が 表示 され ます 。 
外部 電源 使用 時 は 、「FULL」 と 表示 
され ます 。 
イラ スト 中 の 電圧 表示 は 一 例 で す 。 
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セッ トモ ー ド 


PTT ホ ー ル ド 機 能 


[PTT] キー を 一 度 押す と 送信 を 継続 する 機能 で す 。 も う 一 度 押 す と 
受信 状態 に な り ま す 。 こ の 設定 を 行う こと で 、[PTT] キー を 押し 続 
ける 必要 が な く な り ま す 。 初期 状態 で は OFF に 設定 され て いま す 。 


《⑩ PTT ホ ー ル ド の 設定 を する 


民 w ト モモ 一 ド に し て (P.65) |gFF 
PttHLd] を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


PTT オ フ 機 能 


本 機 を 受信 専用 で 使用 する 場合 に 、 送 信 を 禁止 する 機能 で す 。[PTT] 
キー を 押し て も 送信 で きま せん 。 初期 状態 で は ON に 設定 され て いま す 。 


》 PTT オ フ の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on Ptt] 
を 選択 し ます 。 


@⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 


セッ トモ ー ド 


LCD 消 灯 機 能 
送受 信 中 に ディ スプ レイ 表示 を 消灯 させ る 機能 で す 。 送受 信 音 に 雑 
音 が 混じる 場合 な ど 、 本 機能 に より 軽減 する こと が あり ます 。 初期 
状態 で は ON に 設定 され て お り 、 送 受信 中 で も ディ スプ レイ 表示 は 消 
えま せん 。 


《⑩ LCD 消 灯 の 設定 を する 


セッ トモ ー ド に し て (P.65) 「on 
Lcd」 を 選択 し ます 。 


⑥ ダイ ヤル を 回 し ON/OFF を 設定 する 
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付 録 


本 機 の 補足 事 項 を 記載 し て いま す 。 


……・ 各 チ ャ ン ネ ル の 送受 信 


田 レジャー チャ ン ネ ル 弄 ビ ジネス チャ ン ネ ル 
LO1 422.2000MHz b01 422.0500MHz 
LO0g 422.2125MHz b02 422.0685MHz 
LO3 422.2850MHz b03 482.0750MHz 
LO4 422.2375MHz b04 422.0875MHz 
LO5 422.2500MHz b05 422.1000MHz 
LO6 422.2685MHz b06 422.1185MHz 
L07 422.2750MHz b07 422.1850MHz 
LO8 422.2875MHz b08 422.1375MHz 
LO9 422.3000MHz b09 4282.1500MHz 
b10 422.1685MHz 
B A b11 422.1750MHz 
L10 | 421.8185MHz | 4402625MHz 
L11 | 421.8850MHz | 4402750MHz B A 
L18 | 481.8375MHz | 4402875MHz b18 | 421.5750MHz | 440.0850MHz 
L18 | 481.8500MHz | 4403000MHz b13 | 421.5875MHz | 440.0375MHz 
L14 | 481.8685MHz | 4403125MHz b14 | 421.6000MHz | 440.0500MHz 
L15 | 481.8750MHz | 4403850MHz b15 | 4216185MHz | 440.0685MHz 
L16 | 481.8875MHz | 4403375MHz b16 | 4216850MHz | 440.0750MHz 
L17 | 421.9000MHz | 4403500MHz b17 | 421.6375MHz | 440.0875MHz 
L18 | 421.9185MHz | 4403685MHz b18 | 4216500MHz | 440.1000MHz 
b19 | 421.6625MHz | 440.1185MHz 
b20 | 421.6750MHz | 440.1850MHz 
記 b21 | 421.6875MHz | 440.1375MHz 
リグ 柱 信 、 半 複 信 モ ー ド で の 周波 数 堤 に b22 | 421.7000MHz | 440.1500MHz 
の 中 本 時 bg3 | 421.7125MHz | 440.1625MHz 
所 時 : 421MHz 仙 を 送信 し ます 。 人 4 
b25 | 421.7375MHz | 440.1875MHz 
b26 | 421.7500MHz | 440.2000MHz 
b27 | 421.7685MHz | 440.2185MHz 
b28 | 421.7750MHz | 440.2850MHz 
b29 | 421.7875MHz | 440.2375MHz 
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トー ン 周 波数 一 覧 (グル ー プ 番号 ) 


番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 | 番号 | 周波 数 
01 67.0Hz 16 14.8Hz 31 182.8Hz 46 186.6Hz 
08 71.8Hz 17 18.8Hz 38 ら 03.5Hz 47 188.5Hz 
03 74.4Hz 18 ら 3.0Hz 33 ら 10.7Hz 48 ら 06.5Hz 
04 77.0Hz 19 ら 7.3Hz 34 ら 18.1Hz 49 らら 9.1Hz 
05 79.7Hz 0 31.8Hz 35 らら 5./Hz 50 ら 54.1Hz 
06 82.5Hz 81 36.5Hz 36 ら 33.6Hz 
07 85.4Hz 88 41.3Hz 37 ら 41.8Hz 
08 88.5Hz 23 46.2Hz 38 50.3Hz 
09 81.5Hz 4 51.4Hz 39 69.3Hz 
10 84.8Hz 25 56.7Hz 40 158.8Hz 
11 97.4Hz 86 62.2Hz 41 165.5Hz 
18 100.0Hz 7 67.9Hz 42 171.3Hz 
13 103.5Hz 28 73.8Hz 43 177.3Hz 
14 107.2Hz ) 798.9Hz 44 183.5Hz 
15 110.8Hz 30 86.2Hz 45 188.9Hz 


ee eo e eo @e @ @ @ ン 一 覧 ・‥… バ …… 


ADUA-78 レビ ピー ター (中 継 ) ケー ブル (全長 約 80 セ ンチ ) 
EBP-57N ニッ ケル 水素 充電 池 

EBP-60 リチウム イオ ン バ パ バッテリー パック 
EDC-131A 充電 スタ ンド /AC ア ダ プ ター セッ ト 
EDC-131 充電 スタ ンド 単体 

EDC- 1 らら AC ア ダ プ ター 単体 

EDH-18 シガーDC/DC コ ン バ ー タ ー 

EMS-59* スピ ー カ ー マ イ ク 

EME-12A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イプ ) 
EME-13A VOX 付 き ヘ ッ ド セッ ト (イン ナー タイ プ ) 
EME-15A VOX 付 き タ イ ピ ンマ イク 

EME-19A ヘル メッ ト 用 ヘッ ド セ ッ ト 

EME- ら 1A イヤ ホン マイ ク 

EME- ら 3A イヤ ホン マイ ク 

EME-6 イヤ ホン 

EME-26 イヤ ホン 

ESC-40 ソフ ト ケ ー ス 


* モ ー ド 2 や モー ド 4 の 同時 通話 で は 使用 で きま せん 。 81 


本 機 が 故障 か な と 思っ た ら 、 ま ず こ ちら を お 謗 み くだ さい 。 


82 


症 状 原 因 処 置 
電源 が 入ら な い 。 | 電池 の 入れ 方 が 間違っ て いる 。 | 電池 を 正しく 入れ 直し て くだ さい 。 
電池 が 消耗 し て いる 。 新しい 電池 と 交換 し て くだ さい 。 
充電 池 を 充電 し て くだ さい 。 
斉 が 出 な い 。 音量 が 低 す ぎる 。 適切 な 音量 に 設定 し て くだ さい 。 
受信 で き な い 。 相手 と チャ ン ネ ル が 違う 。 同じ チャ ン ネ ル に 合わ せ て くだ 
さい 。 
相手 と 距離 が 離れ 周 ぎ て いる 。 | 通信 距離 を に 通信 し て くだ 
さい 。 
グル ー プ 番号 が 違う 。 グル ー プ 番号 を 合わ せ て くだ さい 。 
[PTT] キー が 押さ れ て いる [PTT] キー を 離し て くだ さい 。 
「 ザ ー」 と いう スケ ル チ レ ベル が 低 す ぎる 。 適切 な スケ ル チ レ ベル に 設定 
雑音 が 出る 。 て くだ さい 。 
送信 で き な い 。 信号 を 受信 し て いる 。 信号 が な く な っ て か ら と 送信 する か 、 
チャ ン ネ ル を 変更 し て くだ さい 。 
通信 制限 時 間 を 超 周 し て いる 。 [PTT] キー を 離し ら 秒 た っ て か が 
ら 送 信 し て くだ さい 。 
[PTT] キー を 押し な が ら 電 源 を | [PTT「] キ ー を 押し 直し て くだ さい 。 
入れ た 
5| PTT オ フ 機 能 が 働い て いる 。 セッ トモ ー ド で PTT オ フ 機 能 
ON に し て くだ さい 。 
電池 の 消耗 が 早い 。| バッ テリ ー セ ー プ 機能 が 0FF に | セッ トモ ー ド で バッ テリ ー セ ー ブ 
な っ て いる 。 機能 を ON に し て くだ さい 。 
ラン プ 常 灯 機 能 が ON に な っ て | セッ トモ ー ド で ラン プ 常 灯 機 能 
いる 。 OFF に する か 、5 秒 に 設定 し て く 
だ さい 。 
キー 操作 で き な い 。| キー ロッ ク さ れ て いる 。 キー ロッ ク を 解除 し て くだ さい 。 
チャ ン ネ ル が 変わ 
ら な い 。 
処置 を 施し て も 異常 が 続く と き は リセ ッ ト (初期 化 ) し て くだ さい 。 症状 が 
可 復 する 場合 が あり ます 。 


電池 が 消耗 し て いる と 、 ま れ に 誤動作 する こと が あり ます 。 新 し い 電 池 に 交 


換 し て くだ さい 。 


送受 信 周 波数 | レジ ャ ー チ ャ ン ネ ル | 421.8125~-421.9125MHz 
4225.2000<425.3000MHz 
0.2625<440.3655MHz(12.5kHz ス テッ プ ) 
ビジ ネス チャ ン ネ ル | 421.5750~421.7875MHz 
422.0500~422.1750MHz 
0.08650<440.2375MHz(12.5kHz ス テッ プ ) 

電波 形式 F3E (FM) 

送信 出力 10mW、1mW 

受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー へ ヘテロ ダイ ン 

受信 感度 -14dB 以 下 (12dB SINAD) 

中 間 周 波数 1st IF 61.7MHz/2nd IF 450kHz 

音声 出力 内 部 スピ ー カ ー200mW 以 上 / 人 外部 出力 1 00mW 以 上 

消費 電流 送信 時 約 75mA(10mW) 、 約 65mA(1mW) 
受信 定格 出力 時 (50mW) 内 部 約 G600mA/ 外 部 約 130mA 
受信 待ち 受け 時 約 55mA 
バッ テリ ー セ ー ブ ゴブ 時 (平均 ) 約 60mA 

通信 方 式 単 信 方 式 、 半 複 信 方 式 、 複 信 方 式 

定格 電圧 DC2.4VDC3.7V 

外部 電源 端子 | DC5.0V て DC6.0V EIAJ 規格 : 区 分 ら 

動作 温度 範囲 | -10Cー+50C 

寸 法 57 (W) x98 (H) x27.9 (D) mm (突起 部 除く ) 
アン テ ナ 長 _L タ イプ 1698mm/S タ イプ 36mm 

重 量 L タ イプ 124g/S タ イプ 1 19g( 電 池 除 く ) 


